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名鉄知多武豊駅西グランドデザイン検討区域（案）について 

検討区域内をエリア分けし、エリアごとにまちづくりの方向性を検討します。 

 

 

 

 

  

検討区域土地利用図（案） 

④-ｂ 例）新市街地の整備を検討 

⑥ 例）役場庁舎を始めとする 

公共施設の集積の可能性を検討 

① 例）多様な世代の定住促進を検討 

② 例）生活利便施設（商業施設等）

の充実を検討 

③ 例）駅前に必要な機能の検討 

（役場移転の可能性） 

例）駅前ロータリー整備等の検討 

例）みゆき通り沿道での買物・飲食・

サービス施設の充実を検討 

例）商店街等との協働によりまちづ

くりを検討 

資料 ４ 
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検討区域の設定について 

１．上位計画からの視点 

○上位計画における都市拠点及び公共交流拠点や土地利用検討地区等の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題からの視点 

（１）駅周辺に点在する公共施設の状況 （今後、施設の老朽化等から再配置や集約化の可能性が見込まれる） 

（２）商店街（みゆき通り）の位置 （今後、商業振興や活性化が望まれる） 

（３）駅周辺で進められる都市基盤施設の整備状況 （駅東の土地区画整理事業、都市計画道路整備等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記の視点を踏まえつつ、商業施設等の立地が想定される用途地域※（商業地域、近隣商業地域等）の指定状

況、さらには道路、河川等を勘案し、名鉄知多武豊駅を中心に概ね 500m圏（高齢者にとっての一般的な徒歩圏）

を検討区域として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※用途地域 

用途地域は、住居、商業、工業等、市街地

の大枠としての土地利用を定めるもので、

１３種類あります。用途地域が指定される

と、それぞれの目的に応じて、建てられる

建物の種類が決められます。 

 

（１）将来都市構造図 

（第６次総合計画・都市計画マスタープランより） 

（２）土地利用方針図（都市計画マスタープランより） 

 

住民が日用品の買い物等をするため

の地域 

銀行、映画館、飲食店、スーパー等が

集まる地域 


